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歌と体操で

今日も元気！
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12月13日、総合ケアセンターゆくりで介護予防
講演会が開催され、町民38人が参加しました。講
師は第一興商(株)の専門インストラクターが2人。　　　
この日はカラオケ機器を使い、音楽に合わせて体

操を行いました。参加者は楽しみながらリズムに合
わせ体と頭の体操を行っていました。

２０１8年
平成 30年 １月号

も　く　じ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

２ ひとのうごき
３ 年頭のごあいさつ

４－５ 2017年のあつまを振り返る
６－８ 平成29年第４回定例町議会
９ ローカルモーカル研究会
ともに語ろう、あつまの未来

10－11 お知らせ
12－13 12月のあつま
14 防災のページ
15 気象台ノート
除雪作業についてのお願い

16 地域おこし協力隊・作品紹介
17 厚高インフォメーション・クラスじまん
18 健康情報
19 厚南会館運動教室
健康づくり講演会

20 保健の掲示板
21 子育て支援センター
22 こども園　平成30年度園児募集
23 日本ハムファイターズ記念ボールプレゼント
第18回ランタン祭り・第19回スターフェスタ

24－25 情報ひろば

平成29年12月１日～15日届出分
※窓口などで、広報紙への掲載についての確認ができた方を掲載しています

・こんな記事を読んでこう思った。
・こんな疑問をもっている。

など、どんなことでも結構です。

※紙面は無記名ですが、住所や氏名、年齢は伺います。

まちづくり推進課企画調整グループ
☎ 27－3179　FAX 27－2328

みなさんの声をお聞かせください

http://www.town.atsuma.lg.jp/offi  ce/

「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

ひとのうごき
平成29年12月15日現在　（　）内は前月比

人　口　4,661人（＋1）
男 2,296人　女 2,365人

世帯数　2,158世帯（＋2）

※折り込みチラシを削減しています。

２
０
１
８
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
、
皆
さ
ま
か
ら
町
政
諸
般
に
わ
た

り
特
段
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
気
象
の
周
期
的
変
動
が
激
し
く
、
農

作
物
の
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
作
物
の

収
量
・
品
質
と
も
良
好
な
作
柄
と
な
り
、
８
年
連

続
で
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て

農
業
者
の
皆
様
や
関
係
機
関
の
ご
努
力
に
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
の
農
業
情
勢
は
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
や

ア
メ
リ
カ
を
除
い
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
に
代
表
さ
れ
る
国

際
貿
易
の
枠
組
み
の
中
で
、
公
然
と
保
護
政
策
か

ら
の
脱
却
が
論
じ
ら
れ
る
な
ど
、
激
動
す
る
米
政

策
を
始
め
と
し
て
農
業
政
策
全
般
に
市
場
経
済
の

論
理
が
影
響
し
始
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
産
米
か
ら

政
府
主
導
の
生
産
調
整
と
米
の
所
得
補
償
が
廃
止

さ
れ
ま
す
が
、
今
後
は
さ
ら
に
地
域
間
競
争
の
激

化
が
予
想
さ
れ
、
農
業
王
国
北
海
道
の
底
力
が
試

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
町
に
あ
っ
て
は
、
厚
幌
ダ
ム

建
設
工
事
が
佳
境
を
迎
え
て
お
り
、
昨
年
10
月
２

日
に
湛
水
試
験
が
始
ま
り
、
順
調
で
あ
れ
ば
本
年

５
月
の
連
休
ご
ろ
に
は
満
水
（
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

水
位
）
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
そ
の
後
の
点
検

作
業
を
経
て
悲
願
で
あ
っ
た
完
成
へ
と
向
か
い
ま

す
。
関
連
事
業
の
国
営
農
業
用
水
再
編
対
策
事
業
、

道
営
ほ
場
整
備
事
業
、
厚
真
川
総
合
開
発
事
業
、

統
合
簡
易
水
道
事
業
も
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
大
型
公
共
事
業
の
計
画
期
間
内
完
成
に
向

け
て
引
き
続
き
関
係
機
関
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
10
月
に
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
経
て
発
足

し
た
第
４
次
安
倍
内
閣
は
、
デ
フ
レ
脱
却
と
人
口

減
少
お
よ
び
少
子
化
を
克
服
す
る
た
め
「
生
産
性

革
命
」、「
人
づ
く
り
革
命
」
を
掲
げ
、
誰
も
が
生

き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
を

目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
既
に
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
策
の
ほ
か
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
、
学
校
教
育
・
放
課
後
教
育
な
ど
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る
高
齢
者
福
祉
施
策
の
ほ
か
、
各
分
野
で

の
担
い
手
育
成
と
創
業
や
投
資
を
促
進
し
、
古
民

家
再
生
や
空
き
家
対
策
、
高
齢
者
向
け
住
宅
政
策
、

田
園
回
帰
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
取
り
込
み
な
ど
活
力

あ
る
生
産
空
間
と
生
活
空
間
の
形
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

昨
年
の
11
月
に
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
対

し
、
自
ら
が
創
意
工
夫
に
よ
り
、
優
れ
た
施
策
を

実
施
し
、
地
方
自
治
の
充
実
発
展
に
寄
与
し
た
市

町
村
と
し
て
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
先
輩
諸
賢
の
ご
指

導
と
関
係
機
関
の
ご
協
力
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ

ま
の
不
断
の
ご
努
力
に
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
厚
真
町
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
と
第
４

次
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
り
、『
み
ん
な
が

輝
き
、
支
持
さ
れ
選
択
さ
れ
る
ま
ち
、
住
み
続
け

た
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち
”あ
つ
ま“
』
を
目
指
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
山
積
す
る
諸
課
題

に
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
厚
真

町
に
と
っ
て
平
成
30
年
が
大
い
な
る
飛
躍
の
１
年

と
な
る
よ
う
、
職
員
と
と
も
に
全
力
を
傾
注
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
町
議
会
に
対
し
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
北
朝
鮮
に
よ
る

核
実
験
や
相
次
ぐ
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
行
わ

れ
、
早
朝
に
町
の
防
災
無
線
を
通
じ
て
全

国
瞬
時
情
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」

が
鳴
り
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
北
海
道
上
空

を
通
過
し
襟
裳
岬
沖
の
太
平
洋
上
に
落
下

し
た
こ
と
は
、
皆
さ
ま
も
記
憶
に
新
し
い

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

こ
れ
ほ
ど
心
配
し
た
状
況
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
政
府
に
は
、
緊
張
感
を
も
っ

て
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
万
全
を

期
す
よ
う
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

国
内
経
済
は
、
金
融
・
財
政
政
策
等
に

よ
り
デ
フ
レ
脱
却
ま
で
あ
と
一
歩
の
感
が

あ
り
、
さ
ら
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う
建
設
投
資

の
増
加
や
観
光
需
要
の
期
待
感
か
ら
景
況

の
持
ち
直
し
感
が
あ
り
ま
す
が
、
地
方
は
、

そ
の
あ
お
り
を
受
け
人
手
不
足
や
原
材
料

の
高
騰
、
人
口
減
少
等
に
伴
う
市
場
の
縮

小
で
経
営
環
境
は
厳
し
く
不
透
明
感
が
漂

い
、
米
国
が
脱
退
表
明
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｅ

Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
協
定
大
枠
合
意
も
あ
り
、

本
町
の
農
業
や
産
業
、
町
民
生
活
に
与
え

る
影
響
を
大
変
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
九
州
北
部
豪
雨
災
害
が

発
生
し
甚
大
な
被
害
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
き
な
災
害
も

な
く
総
じ
て
平
穏
な
１
年
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
10
月
に
は
、
洪
水
調
整
の
治
水
、

農
業
用
か
ん
が
い
用
水
・
水
道
用
水
の
利

水
、
河
川
環
境
の
保
全
な
ど
多
目
的
機
能

を
持
つ
厚
幌
ダ
ム
が
、
平
成
31
年
供
用
開

始
に
向
け
湛
水
を
開
始
し
た
こ
と
は
、
誠

に
喜
び
に
堪
え
な
い
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

水
稲
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物
は
、
平

年
よ
り
良
い
作
柄
で
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
農

家
の
皆
さ
ま
や
関
係
各
位
の
努
力
の
賜
物

で
あ
り
、
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
対
し
ま
し

て
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
厚
真
町
は
、
先
人
の
方
々
が

幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
努
力
を
重
ね
て

き
た
結
果
、
農
林
漁
業
や
商
工
業
な
ど
の

産
業
が
町
を
力
強
く
豊
か
に
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
次
の
厚
真
町
を
担
っ
て
い
た
だ

く
若
い
人
々
に
、
か
け
が
え
の
な
い
こ
の

町
を
深
い
愛
情
と
強
い
思
い
を
込
め
て
引

き
渡
す
こ
と
が
、
私
ど
も
の
仕
事
で
ご
ざ

い
ま
す
。

若
い
方
も
ご
高
齢
の
方
も
住
み
続
け
た

い
町
を
目
指
し
て
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
、

議
会
の
使
命
と
議
員
の
職
責
を
認
知
し
、

努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
活
力
に
あ
ふ
れ
、
町
民
の

皆
さ
ま
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
素
晴
ら
し
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

住
み
続
け
た
い
町
を
目
指
し
て

み
ん
な
が
輝
き
、支
持
さ
れ
選
択
さ
れ
る

ま
ち
”あ
つ
ま“
を
目
指
し
て

厚
真
町
議
会
議
長
　
渡
部 

孝
樹

厚
真
町
長
　
宮
坂 

尚
市
朗

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
員
か

ら
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
年
賀
状
は
失
礼
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

Ｈ30.13

年頭のごあいさつ



Ｈ30.1 2018.15 4

８
日　
第
69
回
厚
真
町
成
人
式

10
日　
６
団
体
新
年
交
礼
会

１
〜
４
日　

 

北
海
道
わ
た
み
自
然
学
校　
　
　
　
　

ｉ
ｎ
北
海
道
厚
真
町

3
日　

 

胆
振
東
部
消
防
組
合
と
北
海

道
防
災
航
空
隊
と
の
合
同
訓

練

20
日　
第
17
回
集
ま
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

 

４
日　

 

第
18
回
ス
タ
ー
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
第
17
回
ラ
ン
タ
ン
祭
り

　
　
　

 

第
37
回
小
中
学
校
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
記
録
会

１
日　
イ
オ
ン
の
森
づ
く
り
厚
真
町
植
樹

　
　
　
厚
幌
ダ
ム
工
事
現
場
見
学
会

９
日　

 

第
55
回
北
海
道
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
競
技

20
日　
平
成
29
年
度
花
い
っ
ぱ
い

　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

30
日　
第
34
回
あ
つ
ま
海
浜
ま
つ
り

２
日　

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

４
日　
古
民
家
再
生
現
場
見
学
会

８
〜
16
日 

 

平
成
29
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会

22
日　

 

厚
真
中
学
校
が
平
成
28
年
度

胆
振
管
内
教
育
実
践
表
彰
受
賞

25
日　

 

ハ
ス
カ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

１
日　

 

ロ
ー
カ
ル
モ
ー
カ
ル
研
究
会

２
０
１
７

12
〜
13
日　

 

平
成
29
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会

19
日　

 

親
子
de
く
つ
ろ
ぎ
森
ガ
ー
ル

10
日　

 

厚
真
消
防
団
・
支
署
合
同
の
春
季
合

同
模
擬
火
災
訓
練

27
日　

 

平
成
29
年
度
高
齢
者
大
学
入
学
式

１
日　

 

森
の
ひ
ろ
ば

〜
厚
真
で
ち
ょ
こ
っ
と
森
遊
び
〜

７
日　

 

厚
真
町
商
工
会
青
年
部　
仕
事
と
暮
ら

し
が
つ
な
が
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

８
日　
あ
つ
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
７

２
日　

 

町
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
第
１
号
誕
生

14
日　

 
厚
真
町
の
今
・
昔
を
知
る

南
部
の
発
見
ツ
ア
ー

３
〜
４
日　
厚
真
町
文
化
祭

３
日　
厚
真
町
表
彰
式

５
日　

 

平
成
29
年
度
厚
真
町
地
震
・
津
波

防
災
訓
練

10
日　

 

む
し
歯
の
な
い
子
ど
も
の

表
彰
式

25
日　

 

厚
真
町
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
最
終
選
考
会

７
日　

 

平
成
29
年
第
２
回
町
議
会
定
例
会

23
日　

 

町
内
17
企
業
が「
北
海
道
家
庭
教
育
サ

ポ
ー
ト
企
業
」の
協
定
を
締
結

４
日　

 

ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
企
画
制
作

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

８
日　

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
即
売
会
売
上
寄
附

平
成
29
年
度
交
通
安
全
・
防
犯
町

民
集
会

12
〜
13
日　

 

平
成
29
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会

第10回あつま国際雪上３本引き大会

あつま新鮮組プレゼンツ
熱血！運動会2017

26日

18日

11日

17~18日

３日

21日

２日

22日

１日

５日

29日

15日

町立さくら保育園閉園式典
惜別の会

 地域おこし協力隊３人と
地域おこし交流企業人１
人に委嘱状交付

 北海道新聞社２販売所と
「地域見守り活動に関する
協定」を締結

 第45回あつま田舎まつり

July 
A
ugust 

Septem
ber 

A
pril 

M
ay 

June 

D
ecem

ber 
N
ovem

ber  
O
ctober  

農業委員会任命式

しゃべーるの充てん豆腐が
全国豆腐品評会北海道エリア予選で
金賞を受賞

担い手研修農場でホウレ
ンソウを初収穫・初出荷

厚幌ダム建設事業
本体工事湛水式

厚真町商工会青年部
創立50周年記念式典

チャリティ演芸大会

January
February 

３
月

４
月

７
月

10
月

11
月

12
月

８
月

９
月

５
月

６
月

２
月

1
月

M
arch 
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あなたにとって、どんな1年でしたか？

2017年のあつまを　　振り返る
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同
　
　
意

◇
厚
真
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

厚
真
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
野
澤
政
博
さ
ん
（
新
町
・
57
歳
）
が

選
任
（
再
任
）
さ
れ
ま
し
た
。

議
　
　
案

◇
厚
真
町
加
賀
谷
厚
三
・
明
美
教
育
振
興

基
金
条
例
の
制
定

町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
子
弟
に
対

す
る
学
資
金
の
一
助
と
す
る
た
め
、
故
加

賀
谷
明
美
氏
の
遺
志
に
よ
り
加
賀
谷
厚
三

さ
ん
の
寄
付
金
１
、０
０
０
万
円
を
も
と

に
厚
真
町
加
賀
谷
厚
三
・
明
美
教
育
振
興

基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。

◇
厚
真
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
厚
真
町
子
育
て
支
援
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
指
定
管
理
者
の
指
定

次
の
施
設
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
を

指
定
し
ま
し
た
。

・ 

厚
真
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽

社
会
福
祉
法
人　
厚
真
町
社
会
福
祉
協

議
会　
会
長　
種
部
健
一

・ 

厚
南
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
▽

社
会
福
祉
法
人　
北
海
道
厚
真
福
祉
会　

理
事
長　
岩
筋
雅
弘

・ 

厚
真
町
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
▽
社

会
福
祉
法
人　
厚
真
町
社
会
福
祉
協
議

会　
会
長　
種
部
健
一

・ 

厚
真
町
複
合
型
地
域
福
祉
活
動
拠
点
施

設
▽
特
定
非
営
利
活
動
法
人　
ゆ
う
あ

い
ネ
ッ
ト
あ
つ
ま
理
事
長　
清
水
俊
宣

・ 

厚
真
町
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
▽
株
式
会

社　
あ
つ
ま
ス
タ
ン
プ
会　
代
表
取
締

役　
藤
井
隆
之

◇
平
成
29
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
6
号
）

平
成
29
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
予

算
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
、

７
７
０
万
６
千
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額
で

68
億
９
、
５
８
２
万
３
千
円
に
な
り
ま
し

た
。
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・ 

ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

５
、０
０
０
万
円

・ 

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
、４
２
９
万
円

・ 

加
賀
谷
厚
三
・
明
美
教
育
振
興
基
金　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
、０
０
０
万
円

・ 
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
ス
タ
ー
ド
ー
ム

管
理
事
業　
　
　
　
　
　
１
６
７
万
円

◇
平
成
29
年
度
厚
真
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

◇
平
成
29
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

勘
定
補
正
予
算
（
第
2
号
））

◇
平
成
29
年
度
厚
真
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

平
成
29
年
度
厚
真
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
９
７
４
万
３
千
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額

で
２
億
１
、２
９
４
万
３
千
円
に
な
り
ま

し
た
。

【
追
加
】
浄
化
槽
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
９
７
４
万
３
千
円

◇
厚
真
町
議
会
議
員
期
末
手
当
支
給
条
例

の
一
部
改
正

◇
厚
真
町
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◇
厚
真
町
一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◇
平
成
29
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
7
号
）

◇
平
成
29
年
度
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

◇
平
成
29
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
保
険
事
業
勘
定
補
正

予
算
（
第
3
号
））報

　
告

◇
専
決
処
分
の
報
告
（
工
事
請
負
契
約
の

変
更
）

◇
所
管
事
務
調
査
報
告（
各
常
任
委
員
会
）

◇
現
金
出
納
例
月
検
査
の
結
果
報
告

認
　
定

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
井
上
次
男
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
て
い
た
平
成
28
年
度

の
厚
真
町
一
般
会
計
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
５
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
委
員
長
か
ら
報

告
が
行
わ
れ
、
本
会
議
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

◇
平
成
28
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

◇
平
成
28
年
度
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
平
成
28
年
度
厚
真
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
平
成
28
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
平
成
28
年
度
厚
真
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◇
平
成
28
年
度
厚
真
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

意 

見 

書 

案

◇
厚
真
川
河
川
改
修
事
業
促
進
に
関
す
る

意
見
書

一 

般 

質 

問

・
森
田 

正
樹
議
員
　

・
伊
藤 

富
志
夫
議
員

・
井
上 

次
男
議
員

・
髙
田 

芳
和
議
員

・
大
捕 

孝
吉
議
員

・
吉
岡 

茂
樹
議
員

・
下
司 

義
之
議
員
　

議 会 平成29年　第４回定例会

平成29年第４回定例会が12月12日から13日まで、2日間の会期で開催され
ました。審議されたのは、厚真町一般会計補正予算など議案20件、同意１件、
報告４件、認定６件、意見書案1件で、いずれも原案どおり可決されました。
その主な内容についてお知らせします。

議 第会 ４ 回 定 例 会

◎
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
総
務
大

臣
表
彰
の
受
賞
に
つ
い
て

本
年
が
、
昭
和
22
年
５
月
３
日
に
地
方

自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
70
周
年
を
迎
え
た

こ
と
か
ら
、
11
月
20
日
、
自
ら
の
創
意
工

夫
に
よ
り
、
優
れ
た
施
策
を
実
施
し
、
地

方
自
治
の
充
実
発
展
に
寄
与
し
た
市
町
村

に
対
し
、
総
務
大
臣
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
道
で
は
本
町
を
含
む
４
市
町
、
全

国
で
は
１
２
４
市
町
村
が
受
賞
し
ま
し

た
。今

後
と
も
、
こ
の
受
賞
を
契
機
に
、
地

方
創
生
総
合
戦
略
と
第
４
次
総
合
計
画
の

一
層
の
推
進
を
図
り
、
生
産
空
間
、
生
活

空
間
の
更
な
る
質
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

◎
農
作
物
の
作
柄
状
況
に
つ
い
て

冬
季
の
降
水
量
は
平
年
並
み
で
し
た

が
、
２
〜
３
月
の
断
続
的
な
降
雪
に
よ
り

融
雪
期
は
平
年
と
比
較
し
８
日
遅
れ
ま
し

た
。

気
象
は
周
期
的
な
変
動
が
大
き
く
、
７

月
は
高
温
で
経
過
し
た
も
の
の
、
気
温
・

日
照
と
も
に
平
年
並
み
か
ら
平
年
を
下
回

る
期
間
が
多
い
状
況
で
し
た
。
農
作
業
に

つ
い
て
は
春
の
耕
起
や
は
種
作
業
は
順
調

に
終
了
し
ま
し
た
が
、
収
穫
等
に
つ
い
て

は
降
雨
の
影
響
に
よ
り
遅
れ
た
作
物
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
に
お
い
て
は
数
度
の
台
風

接
近
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
果
的
に
、
各
作

物
の
収
量
・
品
質
は
平
年
並
み
か
ら
や
や

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
稲
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
林
水
産
省

統
計
部
お
よ
び
北
海
道
農
政
事
務
所
が
公

表
し
た
作
況
指
数
は
、
全
国
は
１
０
０

の
「
平
年
並
み
」、
北
海
道
１
０
３
、
胆

振
１
０
３
の
「
や
や
良
」
と
な
り
ま
し

た
。
米
の
出
荷
量
は
、
カ
ン
ト
リ
ー
の

概
算
精
算
見
込
数
量
約
６
、５
１
９
ト

ン
・
約
10
万
８
千
俵
（
昨
年
６
、３
３
８

ト
ン
・
約
10
万
６
千
俵
）、
規
格
外
米

を
合
わ
せ
る
と
約
７
、７
１
８
ト
ン
・
約

12
万
８
千
俵
（
昨
年
約
７
、０
３
６
ト
ン・

約
11
万
７
千
俵
）
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
米
の
食
味
の
評
価
と
な
る
タ
ン
パ

ク
質
含
有
率
は
大
幅
に
低
く
、
９
割
以
上

が
食
味
の
良
い「
低
タ
ン
パ
ク
米
」と
な
っ

て
い
ま
す
。

小
麦
に
つ
き
ま
し
て
は
、
融
雪
は
遅
れ

ま
し
た
が
、
以
降
は
気
温
が
高
か
っ
た
こ

町
長
行
政
報
告
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議 第会 ４ 回 定 例 会

と
か
ら
生
育
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し

た
。
登
熟
期
間
が
高
温
・
多
照
で
経
過
し

た
た
め
、小
粒
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

１
等
麦
比
率
、
収
量
と
も
昨
年
を
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

て
ん
菜
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
育
が
や

や
早
く
推
移
し
ま
し
た
が
、
収
穫
時
期
の

断
続
的
な
降
雨
に
よ
り
収
穫
は
遅
れ
ま
し

た
。
収
量
・
品
質
に
つ
い
て
は
、
収
量
は

や
や
高
く
、
糖
分
も
高
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。ま

た
、
畜
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
酪
農

で
は
乳
価
の
上
昇
、
肉
牛
で
は
素
牛
価
格

の
高
値
安
定
な
ど
、
経
営
の
安
定
に
つ
な

が
る
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
、
気
象
変
動
が
大
き

か
っ
た
も
の
の
、
台
風
な
ど
の
被
害
も
少

な
く
、
主
要
作
物
は
総
じ
て
良
い
作
柄
と

な
り
ま
し
た
。

◎
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

北
海
道
開
発
局
室
蘭
開
発
建
設
部
で
進

め
て
お
り
ま
す
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事

業
は
、
厚
幌
導
水
路
や
豊
川
用
水
路
の
工

事
を
行
っ
て
お
り
、
３
月
下
旬
の
完
成
予

定
で
現
在
の
進
捗
率
は
60
％
で
あ
り
ま

す
。次

に
胆
振
総
合
振
興
局
室
蘭
建
設
管
理

部
所
管
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
で
す
が
、

道
道
上
幌
内
早
来
停
車
場
線
は
、
厚
真
川

の
河
川
改
修
工
事
に
合
せ
て
幌
内
橋
の
架

け
換
え
工
事
や
マ
ッ
カ
ウ
ス
沢
川
の
横
断

函
渠
工
等
を
行
っ
て
お
り
、
３
月
中
旬
の

完
成
予
定
で
進
捗
率
は
90
％
で
あ
り
ま

す
。　道

道
厚
真
浜
厚
真
停
車
場
線
の
上
厚
真

市
街
地
区
か
ら
日
高
自
動
車
道
厚
真
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
改
良
工
事
は
、
厚

南
会
館
の
交
差
点
か
ら
子
育
て
支
援
住
宅

ま
で
の
区
間
と
厚
真
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

側
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
３
月
中

旬
の
完
成
予
定
で
進
捗
率
は
10
％
で
あ
り

ま
す
。

河
川
改
修
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚

真
川
は
メ
ナ
ノ
沢
川
合
流
点
か
ら
マ
ッ
カ

ウ
ス
川
合
流
点
に
か
け
て
河
道
掘
削
、
築

堤
盛
土
、
護
岸
工
等
の
施
工
を
行
っ
て
お

り
、
３
月
下
旬
完
成
予
定
で
進
捗
率
は

80
％
で
あ
り
ま
す
。

入
鹿
別
川
は
、
Ｊ
Ｒ
日
高
本
線
の
入
鹿

別
橋
上
流
か
ら
道
道
千
歳
鵡
川
線
の
豊
年

橋
下
流
に
か
け
て
河
道
掘
削
や
護
岸
工
等

の
施
工
を
行
っ
て
お
り
、
12
月
中
旬
完
成

予
定
で
進
捗
率
96
％
で
あ
り
ま
す
。

厚
幌
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
26
年
11
月
の
本
体
工
事
着
工
よ

り
２
年
11
カ
月
（
冬
期
間
４
カ
月
休
止
）

と
い
う
短
期
間
で
本
体
工
事
を
ほ
ぼ
完
成

さ
せ
平
成
29
年
10
月
２
日
に
試
験
湛
水
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
30
日
現
在
の
貯

水
状
況
は
、
平
年
並
み
に
河
川
流
量
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
予
測
に
近
い
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

工
事
に
つ
い
て
は
現
在
、
堤
内
仮
排
水

路
の
閉
塞
作
業
や
通
信
設
備
工
事
等
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
町
道
等
の
付
替
道
路
の

地
す
べ
り
対
策
工
事
は
既
に
完
成
し
て
お

り
ま
す
。
平
成
30
年
以
降
は
道
道
上
幌
内

早
来
停
車
場
線
の
舗
装
や
ダ
ム
管
理
所
な

ど
の
周
辺
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

胆
振
総
合
振
興
局
産
業
振
興
部
所
管
の

道
営
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、東
和
、

豊
沢
、
豊
共
第
一
、
豊
共
第
二
、
幌
内
富

里
地
区
の
５
地
区
の
整
備
工
事
を
行
っ
て

お
り
12
月
下
旬
に
は
全
て
完
成
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
町
の
道
路
事
業
に
つ
い
て
で
す

が
、
新
町
フ
ォ
ー
ラ
ム
線
ほ
か
５
路
線
と

橋
梁
の
補
修
工
事
の
２
橋
に
つ
い
て
は
既

に
完
成
し
て
お
り
ま
す
。

新
町
川
手
線
の
道
路
舗
装
工
事
は
、
河

川
協
議
が
終
了
し
11
月
下
旬
に
発
注
し
て

お
り
、
12
月
末
完
成
予
定
で
あ
り
ま
す
。

幹
線
橋
補
修
工
事
は
２
月
末
完
成
の
予
定

で
あ
り
ま
す
。

公
園
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
京

町
公
園
施
設
整
備
工
事
、
新
町
公
園
整
備

工
事
の
他
２
公
園
の
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
完
成
し
て
お
り
ま
す
。

上
厚
真
中
央
公
園
整
備
工
事
は
12
月
末

の
完
成
予
定
で
進
捗
率
は
95
％
で
あ
り
ま

す
。建

築
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
営
住

宅
や
町
有
住
宅
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は

既
に
完
成
し
て
お
り
ま
す
。
表
町
に
建
設

中
の
子
育
て
支
援
住
宅
建
設
工
事
は
１
月

末
の
完
成
予
定
で
進
捗
率
は
80
％
で
あ

り
、
京
町
に
建
設
中
の
高
齢
者
共
同
福
祉

住
宅
等
建
設
工
事
は
２
月
末
の
完
成
予
定

で
進
捗
率
40
％
で
あ
り
ま
す
。
シ
ェ
ア
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
改
修
事
業
に
伴
う
上

厚
真
の
旧
宮
の
森
保
育
所
改
修
工
事
は
、

１
月
中
旬
完
成
予
定
で
進
捗
率
は
70
％
で

あ
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上

野
地
区
、
共
栄
地
区
配
水
管
布
設
替
工
事

は
完
成
し
て
お
り
ま
す
。
上
厚
真
地
区
配

水
管
布
設
替
工
事
は
１
月
末
の
完
成
予
定

で
進
捗
率
は
55
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

統
合
簡
易
水
道
事
業
の
富
里
浄
水
場
の
機

械
・
電
気
工
事
は
平
成
30
年
２
月
末
の
完

成
予
定
で
進
捗
率
は
99
％
で
あ
り
、
幌
内

地
区
増
圧
ポ
ン
プ
場
は
平
成
30
年
３
月
上

旬
完
成
予
定
で
進
捗
率
は
50
％
で
あ
り
ま

す
。配

水
管
の
布
設
工
事
等
に
つ
い
て
は
、

９
工
区
で
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
全
体

の
進
捗
率
は
70
％
で
平
成
30
年
２
月
中
旬

完
成
予
定
で
す
。

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

浄
化
槽
市
町
村
整
備
工
事
は
、
浄
化
槽
設

置
予
定
25
基
の
内
21
基
が
完
成
し
て
お

り
、
進
捗
率
は
84
％
で
あ
り
ま
す
。

林
道
専
用
道
開
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
桜
丘
本
線
、
幌
内
マ
ッ
カ
ウ
ス
線
の

林
道
専
用
道
の
開
設
工
事
は
完
成
し
て
お

り
ま
す
。

塩尻市役所職員の山田さんは、地元商店街の空き屋再生
プロジェクトや大手企業との官民協働事業など数々のユ
ニークで魅力的な地方創生事業を手掛けてきました。
また、そうした取り組みが高い評価を受け、内閣府地域

活性化伝道師として全国で年間 100 件以上の講演活動を
行っています。
今回は、山田さんの数々の実践事例から今

後の行政と住民の協働のあり方について学び
を深めます。
多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

申し込み・問い合わせ　生涯学習課 社会教育グループ　☎ 27－ 2495
（申し込み締め切り　１月 29日（月）まで）

場 所　総合ケアセンターゆくり
参加費　無料
定 員　30人

２月９日（金）
18時～20時

生 涯 学 習 講 座「ともに語ろう、あつまの未来」
テーマ ◇   持続可能な地域・人づくりと行政と市民の協働
講　師 ◇  塩尻市役所　山田 崇氏

それぞれの分野で先行く経営者と
ビジネスの可能性を語り合う 3時間

男前農家集団によるカッコイイ農業講座
― 「つくり手」「つたえ手」のチームで農業のあり方を変える

場 所　総合ケアセンターゆくり
参 加 費　無料
主 催　厚真町
企画運営　エーゼロ株式会社

1月27日 土
14 時～ 17 時

故郷秋田県の農業の衰退に危機感を感じ、単一農家 100%の安心安
全なこだわりのお米を届けることを決心した武田さん。本当は農業っ
てカッコイイ！をモットーに、地元の若手農家 3人と「トラ男」とい
うチームを結成し、2010 年から米のインターネット販売「torao.jp」
を開始しました。今の若手農家が担っていくべきこれからの農業とは
何か？未来の農業のあり方について武田さんと考えましょう。

懇親会も予定しています（会費 3,000 円程度）

vol.3 テーマ

1985 年秋田県北秋田市生まれ。2008年立命館大学情報理工学部卒業、東
京にてデジタルコンテンツ業界に従事。2011年8月株式会社kedama設立。
2016 年 5月内閣府が運営する地域活性化伝道師に選ばれる。若手農家の厳
選米のネット通販 torao.jp を運営。2015 年から築 133 年のかやぶき古民
家を活用した新ビジネス「シェアビレッジ (sharevillage.jp)」を立ち上げる。

＜ 講 師 ＞
株式会社 kedama　代表取締役　武田 昌大氏

申し込み

産業経済課　経済グループ　宮
メ ー ル：keizai@town.atsuma.lg.jp
電 話：27-2486
締め切り：1月 24日（水）
※お名前、所属先のほか、「講義で聞いてみたいテーマ」
があればお知らせください。
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お知らせ

総務課 財政グループ　☎ 27‒2481

生涯学習課　社会教育グループ　☎ 27‒2495

各種事業で活用することを目的として、無償でお譲りいただける
アップライトピアノ（一般家庭のレッスン用ピアノ）を探しています。

調律や運搬にかかる費用は不要です。なお、町内にあり、使用で
きる（壊れていない）状態のものに限ります。

ご家庭で不用になったピアノがありましたら、ご連絡をお願いし
ます。

不要になった
ピアノは

ありませんか？

平成 30 年度に町が発注する建設工事等の入札に参加
される方は、次により入札参加資格審査申請書を提出し
てください。

なお、建設業以外の物品等販売指名を希望する町内業
者の方は、入札参加資格審査申請書の提出を特に必要と
しません。

■ 提出書類
入札参加資格審査申請書および工事または物
件の販売等の実績や誓約書など指定の添付書
類
■ 有効期限
平成30年度の1年間
■ 受付期間
２月１日（木）～２月28日（水）
※土曜・日曜日、祝日を除く
■ 受付時間
９時～12時、13時～17時

入札参加資格審査申請書の受付をします

ピアノを譲っていただけませんか

平成 27 年から本体工事を行ってきた幌内地区に建設中の厚幌ダムは、
平成 29 年 10 月から試験湛水を開始し、平成 30 年度末に完成予定です。

厚幌ダム完成によって新たにできるダム湖が、皆さんにより親しまれ愛
着を持たれるように「ダム湖」の名前を募集します。

所得税や町・道民税の納税者本人や扶養親族等
が障害者であるときは、申告により障害者控除等
を受けることができます。
「別に暮らしている子に扶養されている」などの

場合には、申告により子が控除を受けることがで
きます。

また、障害者手帳をお持ちでない方でも、要支援・
要介護認定を受けている方のうち、寝たきりや認
知症の状況によって対象となる場合があります。
平成 29 年 12 月 31 日時点（平成 29 年に死亡し
た場合は死亡日）に下表の「控除を受けられる条件」
に該当する場合は、上記までお問い合わせくださ
い。

平成 29 年分の確定申告から、書面で確定申告書
を提出する場合で、医療費控除を受ける場合、領収
書の提出の代わりに「医療費控除の明細書」の添付
が義務化されました。
「医療費控除の明細書」には、医療を受けた人ごと、

病院・薬局ごとに医療費を合計して記載する必要が
あります。

※ 医療費の領収書は自宅で５年間保存する必要があ
ります。（税務署から求められたときは、提示ま
たは提出しなければなりません）。

※ 平成 29 年分から平成 31 年分までの確定申告に
ついては、医療費の領収書の添付または提示によ
ることもできます。

※ 国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」では、医療費控除の明細書や確定申告書を
作成することができますので、ご利用ください。

募集テーマ：厚幌ダムのイメージにふさわしい名称

厚幌ダム湖名前募集

所得税・町道民税の障害者控除について

医療費控除の明細書の添付が義務化

建設課 土木グループ　☎ 27‒2451

町民福祉課 福祉グループ　☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）

総務課 税務グループ　☎ 27‒2481

農地中間管理機構である公益財団法人北海道農業公社では、農地を借りたい人（受け手）
の募集を行っております。ご希望の方は、町農業委員会事務局までお問い合わせください。

募集は年２～３回（５月と９月のほか不定期実施）の決められた期間しか行
いませんので、地域農業の担い手の方や、経営規模の拡大または分散錯圃の解
消を希望される方などは、忘れずに申請（借受希望）の手続きを行ってください。

借借受希望の申請ですので、この申請により農地の借受けが決定するわけで
はありません。

平成 28 年度の募集から、有効期限が５年間となっていますので、昨年度以
降に申請をされた方は申請の必要はありません。平成 27 年度以前に申請され
た方の有効期限は１年間のままで、すでに有効期限が切れていますので、借受
けを希望する場合には必ず手続きしてください。

注意事項 募集期間

１月10日（水）
～

２月８日（木）

公益財団法人北海道農業公社 日胆支所業務農地課
 ☎ 0144‒32‒8171

厚真町農業委員会事務局　☎ 27‒2409

「農地中間管理機構」による
農地の借受希望者 (受け手）を募集します

トップページ内「厚真町からのお知らせ」一覧 ＞ 厚幌ダム湖の名前募集
https://www.harp.lg.jp/29fusr2n

町ホームページで応募

以下の場所に設置している応募用紙と応募箱をご利用ください。
①役場本庁舎(まちづくり推進課前)、②役場別館(産業経済課前）、③上厚真支所
④厚真町スポーツセンター、⑤総合ケアセンターゆくり、⑥まちなか交流館しゃべーる

応募用紙・応募箱で応募

区分 特別障害者控除 障害者控除

控除を受けられる条件

身体障害者手帳１級・２級、療育手帳Ａ、
精神障害者保健福祉手帳１級をお持ちの方

左記以外の等級の障害者手帳をお持ちの
方

所 得 税 の 控 除 額 所得金額から40万円が控除されます 所得金額から27万円が控除されます
町・道民税の控除額 所得金額から30万円が控除されます 所得金額から26万円が控除されます

障害者手帳をお持ちでない方でも、要支援・要介護認定を受けている方のうち、
寝たきりや認知症の状況によって対象となる場合があります。

募集期限　1月31日（水）
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歳末恒例の町婦人団体協議会（藤本昭子会長）による「第41回歳末助
け合いチャリティ演芸大会」が総合福祉センターで行われました。
今年は大正琴愛好会や厚真郷芸保存会など、個人や団体約20組がス

テージに出演。町職員２人はけん玉パフォーマンス、今年新規採用となっ
た役場新人職員６人はアカペラを披露し、会場から大きな声援と拍手を
受けていました。
このイベントの益金は、厚真町社会福祉協議会へ寄付されました。

空手道最強塾（幅田洋司代表）所属の小納谷典慈くん（厚真中１年）が、
札幌市で開催された「第44回オープントーナメント北海道空手道選手権
大会」に出場し、中学１年生軽量の部で準優勝を果たしました。
小納谷くんは同大会に初出場。「最近は１回戦敗退が多く悔しかった

ので、準優勝できて嬉しかったです。大会では中段回し蹴りが何回も決
まりました。他の大会では上級生と戦うこともあるので、そこでも勝て
るように頑張りたいです」と話していました。

バラエティに富んだステージ
歳末チャリティ演芸大会

最強塾所属の小納谷典
てんじ
慈くんが

全道大会で準優勝

１

2

４

日

日

日
10月11日から約２カ月間５回、「まちのPRグッズ企画制作ワーク

ショップ」が行われ、町内の女性８人が町のPRグッズを企画しました。
このワークショップは、今年が初開催。町と包括連携協定を締結して

いる札幌市立大学の教授が講師となり、デザインの考え方や発想の方法
などを参加者に教えました。
参加者からは、町のオリジナルテープを作成し、ふるさと納税の返礼

品や町外に発送する荷物を梱包する際に使用して、興味を少しでも持っ
てもらおうという企画が提案されました。今後は、試作を重ねオリジナ
ルテープを制作する予定です。

新たな手法でまちをPR！
まちのPRグッズワークショップ

前厚真消防団長の木村幸一さん（朝日・76歳）が瑞宝単光章を受章され、
胆振総合振興局の早苗保穂副局長から勲記と勲章が伝達されました。
木村さんは昭和37年４月に厚真消防団に入団し、54年の永きにわたり活
動。また、平成24年４月からは団長に就任し、消防団員の育成指導と融和
団結を図り、厚真消防団の発展・充実と消防体制の確立に尽力されました。
木村さんは「消防団は社会勉強になりました。大切な団体だと思うので
昔ながらの伝統を守りながら残していってほしい」と話していました。

前厚真消防団長の木村幸一さんが
瑞宝単光章を受章６日

あつま
12月の
Town News

８日
町コミュニティ運動推進協議会（山下昌秀会長）の歳末チャリティ即売
会の売り上げ44,501円を北海道共同募金会（厚真町共同募金委員会・種部
健一会長）に寄付しました。即売会は毎年12月１日に総合福祉センターで
開催され、今年は町民から寄付された衣類や小物など約1,000点が並べら
れました。
山下会長は「即売会にはたくさんの方に足を運んでいただきありがとう
ございました。売り上げは、地域のために少しでも役立ててほしいです」
と話していました。

町コミュニティ運動推進協議会が
チャリティ即売会の売り上げを共同募金会に寄付

18日
厚真高等学校（加澤雅裕校長）２年生の職場体験学習発表会が同校で行
われました。２年生20人は、11月７日から３日間、町内の事業所等14カ
所で職場体験を実施。全校生徒や受け入れした事業所の関係者の前で、ス
ライドを使いながら体験で学んだことを発表しました。
写真館のＧスタジオ大岡で職場体験を行った亀尾優希さんは「お客さま
から信頼を得ること、仕事を好きになること、目標を立てて研究したり努
力することが、仕事をする上で大切と学びました」と話していました。

未来を担う若者たち
厚高２年生が職場体験学習発表会

８日 犯罪や交通事故に気をつけて！
交通安全・防犯町民集会

町と町交通安全推進委員会、町交通安全協会、町防犯協会による「平成
29年度交通安全・防犯町民集会」が、総合福祉センターで行われ、自治会
や事業所、関係団体などから約70人が参加しました。
集会では、苫小牧警察署交通第一課の村田典繁企画課長が死亡事故発生
状況と事故防止について、同署生活安全課の武田朋広生活安全係警部補が
特殊詐欺について講話。村田企画課長は「飲酒運転を見つけたら情報を教
えてほしい。地域の皆さんと協力しながら、飲酒運転を無くしたい」と述
べていました。

目録を手にする山下会長（左）と
種部会長（右）
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防災のページ
「もしものとき」は明日かもしれない 問い合わせ　総務課研修防災グループ ☎ 27-2322

平成29年度厚真町地震・津波防災訓練
アンケート集計結果第９回 

町では、防災行政無線（災害情報や町からのお知らせが放送されます）を無償貸与しています。

11月５日に実施した「平成 29年度厚真町地震・津波防災訓練」は、町民の皆
さまをはじめ各関係機関など多くの方のご協力ご参加により、無事に終了すること
ができました。本訓練にご協力ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。

・防災意識を高めることができた。
・避難は自助が７割。普段から準備しておくことが大切だとわかった。
・なかなか機会がないので、体験できて良かった。
・勉強になったが、実践的ではなかった。　　など

自
由
記
述
欄

アンケート集計結果（※一部抜粋）

自宅から津波避難所までの経路を
知っていますか。 知っていた（76％）

今回の訓練で初めて知った（14％）

知らない（10％）

地震がきたら、まず安全なところ
へ逃げようと思いましたか。 はい（95％）

いいえ（3％）

無回答（2％）

地震発生から津波避難所への避難
は何分くらいかかりましたか。

5分未満（12％）
5分～10分未満（33％）
10分～15分未満（18％）

15分～30分未満（23％）

30分以上（5％）

無回答（9％）

厚真町地震・津波防災訓練に参加
してどう思いましたか。 よかった（96％）

よくなかった（1％）

無回答（3％）

厚真町防災ハザードマップを見た
ことがありますか。 見たことがあった（78％）

今回の訓練で初めて見た（13％）

知らない（8％）

無回答（1％）

シェイクアウト訓練 津波避難訓練 避難所生活体験 災害図上訓練

パネル展示 炊き出し訓練 物資仕分け訓練

応急救護訓練

防災講話 車両展示

冬に地震が起きると、夏より被害が大きくなるといわれています。冬は、暖房などの
火を使用していることや雪の影響があるためです。また、ライフラインがストップした
場合には、自宅や避難所、車の中などにおける寒さ対策も必要となります。

①雪への備え▷屋根に雪が積もっていると地震の揺れによる落雪や、雪の重みによる
家屋の倒壊の危険性が高くなり、崖などの急傾斜地ではなだれのおそれもあります。ま
た、路面の状況やふぶきなどにより、考えていた避難路が利用できない場合もあります。
冬に地震が発生した際に速やかに避難できるように複数の避難路を考えておきましょう。

②火災への備え▷冬はストーブなどの暖房器具を使用しているため、火災発生の危険
性が高くなります。火事が起きたときに初期消火が出来るように、消火器の準備や使い
方を確認しておくことが大切です。

③寒さへの備え▷地震によって電気や水道などのライフラインがストップし、
暖房器具が使えなくなることが考えられます。寒さをしのぐために電気を使用
しない暖房器具の準備や、避難が必要となった場合には、防寒着はもちろんの
こと防寒シート・毛布・使い捨てカイロなどを用意しておくことも大切です。
地震はいつ起きるかわかりませんが、一人ひとりが日頃から心構えをしてお

くことで被害を少なくすることは可能です。水や食料、寒さなどに備えるなど、
いざというときのために出来る準備をしておきましょう。

北海道では、冬の安全確保のため、降雪や積雪状況などに応じて除雪作業を
実施します。 限られた予算で効率的・効果的に作業を進めるため、皆さまのご
理解とご協力をお願いします

○ 除雪作業後には各家庭の出入口（間口）に
雪が残る場合があります。間口の除雪につ
いては皆さんのご協力をお願いします。

○ 車道 / 歩道への駐車は、除雪の妨げになる
ばかりでなく、吹雪や夜間などには事故の
原因となります。

○ 除雪車に近づくと大変危険ですので、特に
小さいお子様がいるご家庭では、ご注意く
ださい。

○ 車道に雪を捨てると、道路がでこぼこにな
り、交通事故や道路障害の原因となります。
○ 川に雪を捨てると、作業中に川に転落した
り、融雪期に水があふれる原因となります。

○ 夜間は除雪作業を行っておりませんので、
吹雪や大雪の時には、夜間の外出にご注意
ください。

○ 暴風雪や豪雪などの異常気象時に備え、車
にスノーヘルパーやスコップなどを用意し
て置きましょう。
○ 異常気象時は除雪作業が遅れる場合があり
ますので、ご理解ください。

自宅の出入口の除雪にご協力ください

道道などの除雪作業についてのお願い

路上駐車の禁止にご協力ください

除雪車に近づかないでください 車道や川に雪を捨てないでください

吹雪や大雪の時には夜間の外出に
ご注意ください

暴風雪・豪雪に備えましょう

問い合わせ　室蘭地方気象台　☎0143-22-4249

冬の地震災害に備えて

1

4

5 6

2

3

胆振総合振興局室蘭建設管理部
用地管理室維持管理課（☎ 0143-24-9875）　　苫小牧出張所（☎ 0144-32-3171）
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厚 真 町
地 域 お こ し
協 力 隊

新
し
き
暦
め
く
れ
ば
誕
生
日
あ
ま
り
の
早
さ
に
と
ど
ま
ひ
て
を
り

本
郷　

矢
部 

慧
子

何
ご
と
も
予
定
ど
ほ
り
に
捗
ら
ず
齢
の
所
為
と
は
今
日
は
思
は
ず

新
町　

金
本 

年
子

久
々
に
会
ひ
て
嬉
し
き
孫
二
人
振
り
袖
着
せ
て
写
真
に
納
め

本
郷　

本
田 

博
子

着 任 平成28年６月（２年目）

出 身 地 帯広市

活動内容 研修農場や農家さんのもとで
農業を勉強しています。

地域おこし協力隊　農業支援員

片
かた
倉
くら
　拓

ひろ
紀
き

さん（45歳）

>最近はどんな活動をしていますか？
寒くなる前は、担い手研修農場で他の 3人の農

業支援員と一緒にホウレンソウなどの野菜の栽培
を実践しました。ビニルハウスを建てたり、土作
りから種まき、収穫といった一連の作業を経験で
きて良かったです。
最近は、ハスカップの剪定作業を行っています。

切る枝と残す枝を判断するのが難しいですが、今
年は２年目ということもあり、少し感覚がつかめ
てきました。剪定作業はハスカップを栽培するう
えで一番大切な作業だと思うのでしっかり習得し
たいです。

>今後の活動や目標について教えてください。
ハスカップの生育状態や品種に合わせた栽培方

法など、まだまだ勉強しなければならないことが
あるので、任期中にできるだけ多くの経験を積み
たいです。
ハスカップは他の市町村でも栽培されています

が、大きくて甘いハスカップを育てる技術は、厚
真町だから学べることだと感じています。自分も
品質のいい「厚真産ハスカップ」を栽培できるよ
うになりたいと思います。

短 歌

厚
あつ
真
ま
中
ちゅう
央
おう
小
しょう
学
がっ
校
こう
６年

ねん

今
こん
野
の
 真
ま
彩
あや
さん（12歳

さい
）

ミシンをかける時
とき
に、縫

ぬ
い目

め
が斜
なな
めになら

ないように気
き
を付

つ
けて縫

ぬ
いました。

厚高インフォメーション Atsuma High school Information 

職場体験学習

11
月
７
〜
９
日
の
３
日
間
、

２
年
生
全
員
が
職
場
体
験
学
習

（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
と
し
て
、

計
14
の
事
業
所
で
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
わ
ず
か
３
日
間
で
し

た
が
、
町
内
外
の
各
事
業
所
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
実

際
の
職
場
を
体
験
し
た
こ
と
で
、

仕
事
を
す
る
上
で
必
要
な
心
構

え
・
姿
勢
・
態
度
な
ど
、
職
業

人
と
し
て
必
要
な
資
質
を
学
ぶ

と
て
も
有
意
義
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
貴
重
な

体
験
を
し
、
一
回
り
成
長
し
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、

改
め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

12
月
12
日
に
は
、
職
場
体
験

学
習
の
成
果
を
２
年
生
全
員
が
、

進
路
合
格
体
験
を
３
年
生
の
代

表
生
徒
が
、
全
校
生
徒
を
対
象

に
発
表
し
ま
し
た
。

発
表
し
た
生
徒
た
ち
は
、「『
言

葉
遣
い
』『
挨
拶
』『
服
装
』な
ど
、

日
頃
の
生
活
習
慣
が
ど
ん
な
場

面
で
も
必
要
に
な
る
こ
と
を
実

感
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
意
識
さ
え
す
れ
ば
す
ぐ
に
で
き

る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
改
め
て

実
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

私たち３年生はとてもにぎやかで楽しいクラスです。団結力
があって、他の学年より少し多い 28人で毎日笑い合って楽し
く学校生活を送っています。 
私たちは、クラスの誰かや、先生方が誕生日の時にお祝いす

ることを必ずしています。３年生は、サプライズなどの、だれ
かのために何かをするときに団結力が特に高まる、あたたかい
集団だと思います。この団結力を合唱でも発揮しています。学
校祭では「ヒカリ」という曲を歌い、最優秀賞をもらうことが
できました。本番までみんなで練習した成果だと思います。こ
の時、みんなでたくさん喜び合えました。３年生は、これから
も合唱を続けていきます。 
そして、私たちは今、受験生です。毎日、放課後残れる人は

学校に残って、勉強をしています。受験は団体戦なので、クラ
スのみんなで支え合いながらこれからも勉強をがんばってい
きます。 
中学校生活も残り４カ月なので、それまで私たち３年生の団

結力を生かして、合唱も勉強も今まで以上にがんばっていきた
いと思います。 

書いてくれたのは…

中
なか
井
い
 優
ゆう
花
か
さん

Vol.219

厚真中学校
３年生

職場体験学習（インターンシップ）の様子

厚
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小
しょう
学
がっ
校
こう
６年

ねん

寺
てら
坂
さか
 咲
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顕
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さい
）
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ねん

作品紹介
ぼくの わたしの
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健　康　情　報
今月の担当

保 健 師  内
うち

村
むら

　 彩
あや

華
か

冬は運動ができない？
～生活の中で意識して体を動かそう～

小中高生は運動部だったから
と、マラソンに登山にミニバレー
とアクティブに過ごした結果、
年末に膝を傷めました…。そろ
そろ無理をしてはいけないと痛
感した昨年（笑）。今年は厄年…
無事に過ごせますように♪

2018.1 18

「冬は運動ができないから太る」という声をよく
耳にします。確かに、冬は外仕事が減ったり、外で
の運動ができなくなりますね。その結果、太ってし
まう人が多いのではないでしょうか？でも、「運動」
とはスポーツをすることだけではありません。日常
生活の中でたくさん体を動かし、冬の体重増加を
くい止めましょう！

運動による消費エネルギーより、食事による摂
取エネルギーの方が多くなると、余ったエネルギー
が脂肪として蓄えられていき、この状態が続くと
太ってしまいます。
そのため、体重を減らすには、食べすぎを防い

で摂取エネルギーを減らすのと同時に、適度な運
動により消費エネルギーを増やすことが大切です。

腹囲₁cmは約１kg の内臓脂肪、7,000kcal の
エネルギー量に相当します。つまり、今よりも
7,000kcal 減らすと、体重が１kg 減り、腹囲も
₁cm減るということです。₁カ月（30日）で₁kg
減らすためには、₁日約240kcal ずつ減らしてい
けばよいのです。

いくら歩いても体重が落ちない人は、意識して
歩幅を大きくしてみましょう。歩幅を10～20cm拡
げると、歩くスピードが速くなり、身体活動量がアッ
プするため、体重が落ちやすくなります。

①高血圧や心臓に病気がある方、膝や腰に痛みの
ある方などは、必ず医師に相談しましょう。

②激しい運動を行う前には、血圧や脈拍数を測り、
いつもと体調が変わりないか確認しましょう。

③運動中は、息を止めずに呼吸を意識して、こま
めに水分をとりましょう。

④無理をせず、体調が悪い時はやめましょう。

摂取エネルギー＞消費エネルギー＝太る

腹囲１cm ＝ 体重１kg ＝ 7,000kcal

歩幅を変えるだけで体重が落ちる

運動する際の注意事項

　「これだけやって100kcalしか減らないの？」と思う方もいるかもしれませんね。
実際には、運動だけで体重を減らすには限界があります。食事量の見直しと合わせ
て取り組むことをおすすめします。

運動の効果

①肥満予防　　　　②骨
こつそしょうしょう
粗鬆症予防

③認知症予防　　　④ストレス解消
⑤心肺機能の向上　⑥血圧安定
⑦便秘予防　　　　⑧美容効果

100kcal 消費に相当する運動時間　< 体重別 >

ラジオ体操 ジョギング 掃除機をかける 風呂掃除 雪かき 階段を上がる

50㎏ 25分 16分 33分 30分 19分 14分
60kg 21 分 14分 27分 25分 16分 12分
70㎏ 18分 12分 23分 21分 14分 10分
80㎏ 16分 10分 20分 19分 12分 ９分

体重

厚南会館運動教室の開催について
３月まで毎月１回、厚南会館にて運動教室を開催しています！

定期的に体を動かし、丈夫な身体を作りましょう。
参加希望の方は下記までお申し込みください。皆さんの参加をお待ちしています。

日 時 13時30分～15時２月８日 木
　糖尿病の適切な治療や予防を知り、健康長寿をめざしましょう。

会 場 総合ケアセンターゆくり　介護学習室

＜申し込み・問い合わせ＞
町民福祉課 健康推進グループ（総合ケアセンターゆくり内）　☎26－7871

＜申し込み・問い合わせ＞
町民福祉課 健康推進グループ（総合ケアセンターゆくり内）　☎26－7871

※どちらか１つのプログラムだけの参加も可能です
※定員は各プログラム20人です

〔２月の開催日〕２月15日（木）　〔会場〕厚南会館　大集会室
時　間 内　容

10時～10時40分
生活筋力向上ゆっくりプログラム
ゆっくりとした筋力運動を行い、バランス脳力向上や肩の痛み改善・腰痛
予防・首や背中の凝り解消・むくみ解消など、さまざまな効果が得られます。
○持ち物：タオル・室内用運動靴

10時50分～11時30分
レッスンプログラム体験（リズムシェイプ・ストレッチ）
ミニダンベルを持って音楽に合わせて動く運動です。筋力アップやダイエ
ットに効果的です。からだのコリやハリの解消にもなります。
○持ち物：タオル・室内用運動靴

健康づくり講演会

健康長寿のための糖尿病治療

参加無料

講  師 旭川赤十字病院
糖尿病・内分泌内科　副院長
森川 秋月氏
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保健の掲示板
2 月

ＢＣＧ

対 象
生後５カ月～１歳未満
※ヒブ・肺炎球菌・四種混合の初回３回終了してか
らの接種

接 種 場 所
①�あつまクリニック
　毎週月曜午前・水曜午後・金曜午後
②渡邉医院
　毎週火曜・金曜　14時～15時

予 約 先 ①あつまクリニック（１週間前まで）②渡邉医院（前日まで）
受 付 ①町民福祉課健康推進グループ（接種当日）②渡邉医院（接種当日）
持 ち 物 母子健康手帳、印鑑

おたふくかぜ（任意）

対 象
１歳～３歳未満
※任意の予防接種ですが町独自の助成により無料
※すでに罹患済みの場合は対象外

接 種 場 所
あつまクリニック
毎週月曜～金曜
※第２・第４火曜、木曜午後、祝日は休診

予 約 先 あつまクリニック
受 付 町民福祉課健康推進グループ（接種当日）
持 ち 物 母子健康手帳、印鑑

小児マヒ(ポリオ)

対 象
生後３カ月～90カ月未満
※生ポリオワクチン(２回)および四種混合ワクチン
をすでに受けている場合は不要

標 準 的 な
接 種 時 期

（初回）生後３カ月～12カ月に３回
（追加）初回後12カ月～18カ月後に１回

予 約 先 町民福祉課健康推進グループ（１週間前まで）
受 付 町民福祉課健康推進グループ（接種当日）

接 種 場 所
あつまクリニック
毎週月曜～金曜
※第２・第４火曜、木曜午後、祝日は休診

持 ち 物 母子健康手帳、印鑑

ＭＲ混合（麻しん・風しん）

対 象
①生後12カ月～24カ月までのお子さん
②�平成23年４月２日～平成24年４月１日生ま
れのお子さん（小学校就学前の１年間）

日 程 2月19日（月）～2月23日（金）※第３火曜日と22日（木）午後は休診
受 付 町民福祉課健康推進グループ（接種当日）
接 種 場 所 あつまクリニック
持 ち 物 母子健康手帳、印鑑

二種混合（ジフテリア・破傷風）
対 象 小学６年生
日 程 ２月５日（月）・６日（火）
受 付 町民福祉課健康推進グループ（接種当日）
接 種 場 所 あつまクリニック
持 ち 物 母子健康手帳、印鑑

⦿ 日程が決まっている予防接種

⦿ 予約が必要な予防接種

乳児健診

対 象
①�平成29年８月９日～平成29年11月14日生まれ
のお子さん（生後３カ月~６カ月）と保護者
②�平成29年２月９日～平成29年５月14日生まれ
のお子さん（生後９カ月~12カ月）と保護者

とき・ところ ２月14日（水）　総合ケアセンターゆくり
受 付 個別にご案内します
持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル、アンケート※②は歯ブラシもお持ちください

健診・相談

予防接種

渡邉医院　☎ 22－2250
安平町早来大町116－4

あつまクリニック　☎ 27－2422
京町15
（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分）

町民福祉課 健康推進グループ　☎ 26－7871
京町165－1（総合ケアセンターゆくり内）
（受付時間　9時～11時分、14時～16時30分）

問い合わせ・予約・受付

①Ｂ型肝炎
対 象 生後２カ月～１歳未満
標準的な
接種時期

(初回)27日以上あけて２回
（追加）初回後20週～24週あけて１回

②ヒブ
対 象 生後２カ月～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回）�生後２カ月～７カ月に27日以上あけて３回
（追加）生後７カ月～13カ月に初回後27日以上あけて1回

③小児肺炎球菌
対 象 生後２カ月～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回）�生後２カ月～７カ月に27日以上あけて３回
（追加）�生後12カ月～15カ月に初回後60日以上あけて１回

④四種混合（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ）
対 象 生後３カ月～90カ月未満
標準的な
接種時期

（初回）�生後３カ月～12カ月に20日～56日あけて３回
（追加）初回後12カ月～18カ月に１回

⑤日本脳炎

対 象
３歳～９歳
※特例で20歳未満まで接種ができます。詳しくは町
保健師にお問い合わせください。

標準的な
接種時期

（１期初回）３歳：６日～28日あけて２回
（１期追加）４歳：��１期初回後１年後あけて１回
（２　　期）９歳：１回

⑥水痘（水ぼうそう）
対 象 生後12カ月～36カ月未満※すでに罹患済みの場合は対象外
標準的な
接種時期

(初回)生後12カ月～15カ月未満に１回
(追加)初回後６カ月～12カ月後に１回

①～⑥共通
日 程 毎週月曜～金曜※第２・第４火曜、木曜午後、祝日は休診
受 付 町民福祉課健康推進グループ（接種当日）
接種場所 あつまクリニック
持 ち 物 母子健康手帳、印鑑

⦿ 随時受付している予防接種

子育て支援センター

2月のカレンダー

相談・検査の名称 内　容 日　程 受付・予約
総合保健・医療相談 保健・医療・福祉などの相談 毎週�🈷~金※祝日除く 随時受付
女性の健康相談 妊娠、出産、子育てなど女性の心身の相談 ２月19日�🈷

予約：苫小牧保健所
☎0144－34－4168

こころの健康相談 こころの病気・思春期の不適応などの相談 ２月15日�木
肝炎ウィルス検査 感染が疑われる方は無料（要事前確認） ２月６日�火
骨髄バンク登録 登録の基準があります ２月６日�火、20日�火
HTLV-1抗体検査 検査日の２日前までに予約してください ２月６日�火
HIV抗体検査（エイズ相談） 無料、匿名検査（要事前確認） ２月６日�火、７日�水

20日�火
予約：エイズ専用電話
☎0144－35－7474

日程 区分 病　　院　　名 住　所（苫小牧市） 電話(0144)
４日
（日）

内科系 稲岡内科小児科 北光町２－７－１０ ７２－５１４１
外科系 にっしん泌尿器科クリニック 日新町２－６－４３ ７１－１１００

11日
（日）

内科系 柴田内科循環器科 桜木町１－２４－１８ ７１－２２２５
外科系 同樹会苫小牧病院 新中野町３－９－１０ ３６－１２２１

12日
（月祝）

内科系 たかやなぎ小児科 日新町２－７－８ ７１－２１１５
外科系 苫小牧東部脳神経外科 北栄町２－２７－２７ ５３－５０００

18日
（日）

内科系 沖　医　院 旭町４－４－１５ ３２－８８７０
外科系 苫小牧日翔病院 矢代町２－９－１３ ７２－７０００

25日
（日）

内科系 阿部内科医院 本町１－５－１２ ３６－００６６
外科系 ケーアンドエークリニック 日新町２－６－１ ７１－２０００

診療科目 内科・小児科
住 所 苫小牧市旭町2－9－2
電 話 0144－32－0099�

診療時間
月 ~ 金 曜 19時～翌朝7時
土 曜 14時～翌朝7時
日曜・祝日 �9時～翌朝7時

保健所の相談・検査をご利用ください　問い合わせ　苫小牧保健所　☎�0144－34－4168

2月の日曜・祝日当番医　診療時間9：00~17：00 苫小牧市夜間休日急病センター

北海道救急医療・広域災害情報システム

子育て講座 「親子ヨガ」
日　時：2月6日�火�10時~11時
場　所：厚南子育て支援センター
持ち物：�ヨガマット（お持ちの方）・タオル（汗

ふき用）、飲みもの・動きやすい服装
申し込み：１月30日�火�まで

おはなしのびっ子
日　時：2月8日�木�10時~
場　所：厚真子育て支援センター
内　容：�絵本・パネルシアター・エプロンシアター

冬のてしごと ~厚真産麦を使ってヒンメリ作り~
日　時：2月21日�水�9時30分~12時30分
場　所：申込者に後日お知らせします
主　催：教育委員会
指　導：自然体験活動指導者えんりっと�他
内　容：�ヒンメリ作りの基礎講座、お茶と軽食

のおしゃべり時間
申し込み：�教育委員会社会教育グループ（☎27-

2495）または子育て支援センター

子育て講座 「すくすく教室」~親子で楽しく料理~
日　時：2月23日�金�10時~11時30分
場　所：総合ケアセンターゆくり２階�調理室
指　導：栄養士　石村　江里香
メニュー：じゃがいものニョッキ・トマトソース
持ち物：�エプロン・三角巾・手ふきタオル・お

手ふき・飲みもの
申し込み：2月16日�金�まで

自由開放���
９時～11時30分､ 13時～14時

子育て相談
14時～16時（火曜・木曜）※事前の連絡をお願いします

厚真子育て支援センター　☎27－2438　京町152（こども園つみきに併設）
厚南子育て支援センター　☎28－3155　上厚真258－7（宮の森こども園に併設）

夜間・休日・年末年始は急病センタ
ーも診察を受け付けています。

お子さんが急な病気やケガで困ったときは… 小児科医の支援体制のもとに看護師が相談に応じます。医師が直
接診察して治療を行うものではなく、電話による家庭での一般的対
処などに関する助言を行うものです。緊急性のある子どものための
電話相談ですので、育児相談はご遠慮ください。
詳しくはこちら▷http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/cis/
北海道保健福祉部地域医療推進局地域医療課（☎011-232-4111）※短縮ダイヤルはIP電話・ひかり電話・PHSからはつながりません

毎日19時～翌朝8時北海道小児救急電話相談
短縮ダイヤル＃8000 または　011-232-1599

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp
☎0120－20－8699
☎011－221－8699(携帯·PHSから)

月 火 水 木 金
１ ２

　 自由開放
子育て相談 自由開放

５ ６ ７ ８ ９

自由開放
子育て講座
自由開放
子育て相談

自由開放
おはなしのびっ子
自由開放
子育て相談

自由開放

12 13 14 15 16
振替休日
（休館）

自由開放
子育て相談

乳児健診
自由開放

自由開放
子育て相談 自由開放

19 20 21 22 23

自由開放 自由開放
子育て相談

冬のてしごと
自由開放

自由開放
子育て相談

子育て講座
自由開放

26 27 28

自由開放 自由開放
子育て相談 自由開放

厚真子育て支援センター
厚南子育て支援センター
総合ケアセンターゆくり
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日本ハムファイターズ
2018年生まれの新生児に
記念ボールをプレゼント
北海道 150 年となる 2018（平成 30）年に生まれた

新生児に、北海道日本ハムファイターズが記念ボール
を贈呈します。

対象
 1月1日（月）～12月31日（月）に生まれ、
北海道内市区町村の戸籍担当窓口で出生届
出のあった新生児（道外居住者で道内にて
里帰り出産した場合なども対象）

贈呈期間
1月1日（月）～平成31年 1月 31日（木）
※開庁日のみ

贈呈方法
北海道内市区町村の戸籍担当窓口で、対
象となる出生届の提出時に手渡しします。

問い合わせ
町民福祉課 町民生活グループ　☎26-7871
（総合ケアセンターゆくり内）

北海道150年記念ボール
北海道150年ロゴマークと大谷翔平投手のサイン
をデザインした記念ボール

右サイド 正 面 左サイド

時間：16時45分～

２月３日㊏は冬の２大イベント！

・詳細につきましては、１月下旬の新聞折り込みチラシをご覧ください
・天候などにより、日時が変更になる場合があります。ご了承ください

夢と希望の灯り2018光のページェント

第18回ランタン祭り
ランタン祭り実行委員会では、町民の皆さん

や団体などのご支援をいただき「夢と希望の灯
り2018光のページェント第18回ランタン祭り」
を開催します。多くの皆さんのご来場をお待ち
しています。

●ランタン造形展示
●ランタン焼き
●ラーメン早食い競争
●子ども滑り台
●じゃんけん大会　など

第18回ランタン祭り実行委員会　☎29－7711
（厚真町観光協会）

厚真町商工会　☎27ー2456
問い合わせ問い合わせ

厚真町商工会青年部（金谷 泰央部長）では、
「スターフェスタ2018 in あつま」を開催しま
す。皆さんのご来場を心からお待ちしています。

●花火大会（約2,000発）
●干支文字焼き
●お菓子つかみ取り
●厄払い豆まき・餅まき
●樽酒、ココアの提供

など

スターフェスタ2018 in あつま
第19回冬の花火大会・「戌」の干支文字焼き

実行委員会からのお願い
ランタンの作製目標を5,000個としています。
皆さんのご協力をお願いします。

４月から新たに入園を希望する園児を募集します。

【申し込み・お問い合わせ】
　町民福祉課 子育て支援グループ（総合ケアセンターゆくり内）　☎ 26‒7872

以下の「保育の必要な事由」に保護者全員が該当すると認められる場合に、保育（2号・3号認定）
を受けることができます。また、事由により保育の必要量（利用できる時間）が判定されます。

保育の必要な事由と保育の必要量について

保育の必要な事由 保育標準時間認定 保育短時間認定
①月に 48時間以上の就労 〇 〇
②妊娠中・出産後間もない 〇
③疾病・負傷・障がいを有している 〇
④同居の親族（長期間入院等を含む）の介護・看護 〇 〇
⑤震災・風水害・火災その他の災害の復旧 〇
⑥継続的な求職活動・起業の準備 〇
⑦就学・職業訓練等 〇 〇
⑧児童虐待・ＤＶ 〇
⑨ 育児休業中で、すでに保育を利用している子どもがいて
継続利用が必要な場合 〇

①認定こども園利用申込書
②就労証明書など、保育が必要な事由を証明する書類（２号・3号認定の場合）
③アレルギーに関する調査表

※各書類は町民福祉課 子育て支援グループ（総合ケアセンターゆくり内）、各こども園、上厚
真支所にあります。また、町ホームページからダウンロードすることもできます。

提出書類

１月９日（火）～２月８日（木）募集期間

※園児の面談および入園説明会などは、入園決定後、各こども園で行います。
※平成 29年度から継続して入園する場合の提出書類は、各こども園から配布します。

　こども園を利用するには、支給認定の申請が必要です。認定区分によって内容や利用できる時
間が異なります。

認定に
ついて

教
育
1号認定 教育標準時間認定

教育時間 8時45分～ 13時•満３歳以上
•教育を希望する場合

保
育

2号認定 「保育の必要な事由」に要する時間が
１日当たり８時間以上
保育標準時間認定
保育時間 8時～ 18時

「保育の必要な事由」に要する時間が
１日当たり４時間以上８時間まで
保育短時間認定

保育時間 8時30分～ 16時30分

•満３歳以上
•「保育の必要な事由」に該当し保育を希望する場合

3 号認定
•生後６カ月以上満３歳未満
•「保育の必要な事由」に該当し保育を希望する場合

平成30年度 園児募集
こども園つみき 宮の森こども園

2018.1 22

会場：こぶしの湯あつま周辺
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☎
…
電
話　
E 

…
Ｅ
メ
ー
ル　
H
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

２
月
は
初
級
者
向
け
１
コ
ー
ス

（
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
）、
中
級
者
向

け
２
コ
ー
ス
（
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０

で
作
る
集
計
表
中
級
、
ワ
ー
ド
３
級

検
定
対
策
）、
の
計
３
コ
ー
ス
を
実

施
予
定
で
す
。

■
講
習
の
日
程
・
受
講
料
な
ど

詳
し
く
は
苫
小
牧
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
４
４
―
５
５
―
６
６
２
２
、

H
http://w

w
w
.tom

akom
ai.

ac.jp/

）
人
事
労
務
管
理
の
個
別
化
や
雇
用

形
態
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
労
働
関

係
に
つ
い
て
の
個
々
の
労
働
者
と
事

業
主
と
の
間
の
紛
争
（「
個
別
労
働

紛
争
」と
い
い
ま
す
。）が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
事
業
主
、
企

業
の
人
事
労
務
ご
担
当
者
を
対
象

に
、
解
雇
・
退
職
・
雇
止
め
等
労
働

関
係
の
終
了
に
係
る
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
、
紛
争
解
決
へ
の
取
り
組
み

支
援
に
つ
い
て
、
数
多
く
の
個
別
労

働
紛
争
の
解
決
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
北
海
道
紛
争
調
整
委
員
会
の
あ
っ

せ
ん
委
員
に
よ
る
講
演
の
ほ
か
、
労

働
関
係
法
令
の
解
説
、
個
別
労
働
紛

争
に
係
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度
・
機
関
の
情

報
の
提
供
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時

２
月
２
日
（
金
）
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

■
会
場

札
幌
第
一
合
同
庁
舎
２
階
講
堂

（
札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目
１

―
１
）

■
定
員
／
参
加
費

１
５
０
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）
／
無
料

■
申
し
込
み

北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
本
セ
ミ
ナ
ー
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

印
刷
し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
裏
面
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

北
海
道
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等

部
指
導
課
（
☎
０
１
１
―
７
０
９
―

２
３
１
１　
内
線
３
５
７
７
）

※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
掲
載
Ｕ
Ｒ
Ｌ
▽ht

tp://hokkaido-roudoukyoku.
jsite.m

hlw
.go.jp/new

s_topics
/topics/_120461/_120578.
htm
l

（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ >
 

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス >

 

ト
ピ
ッ
ク
ス >

 

２
０
１
７
年
度 >

 

「
個
別
労
働
紛
争
解
決
セ
ミ
ナ
ー
」

の
ご
案
内
）

循
環
福
祉
バ
ス
め
ぐ
る
く
ん
の
乗

降
場
所
と
し
て
１
月
か
ら
次
の
場
所

が
追
加
さ
れ
ま
す
。

■
追
加
さ
れ
る
乗
降
場
所

厚
真
歯
科
（
本
町
54
―
１
）

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
企
画
調
整
グ

ル
ー
プ
（
☎
２
７
―
２
１
７
９
）

苫
小
牧
税
務
署
で
は
、
次
の
と
お

り
確
定
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
お
早
め
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
が

混
雑
し
て
い
る
場
合
は
、
受
け
付
け

を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
確
定
申
告
会
場

苫
小
牧
市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
（
苫
小
牧
市
末
広
町
１
丁
目
15
番

７
号
）

■
開
設
期
間

２
月
16
日（
金
）〜
３
月
15
日（
木
）

※
土
曜
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

２
月
15
日
（
木
）
以
前
は
、
確
定

申
告
会
場
を
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

９
時
〜
16
時

■
必
要
書
類

前
年
の
申
告
書
控
え
、
確
定
申
告

に
必
要
な
書
類
、
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
税
務
署
（
☎
０
１
４
４
―

３
２
―
３
１
６
５
〔
代
表
〕）

※
申
告
に
関
す
る
ご
質
問
や
必
要

な
書
類
の
ご
確
認
な
ど
は
、
お
電
話

で
も
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

個
別
労
働
紛
争
解
決
セ
ミ
ナ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
習
を

行
っ
て
い
ま
す

確
定
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す

「
め
ぐ
る
く
ん
」
の

乗
降
場
所
が
追
加
さ
れ
ま
す

２月の運転免許証更新時講習の日程
苫小牧市交通安全センターで行っている運転免許
証更新時講習（優良）の日程をお知らせします。
このほかの講習日程（一般、違反、初回）につい
ては、下記までお問い合わせください。

10時30分～11時
１日（木）、２日（金）、７日（水）、９日（金）
14日（水）、16日（金）、20日（火）、22日（木）
23日（金）、27日（火）、28日（水）

13時30分～14時 ５日（月）、21日（水）
15時30分～16時 15日（木）、26日（月）

問い合わせ
（一社）苫小牧地区交通安全協会　☎0144－33－1458

編
集
後
記

あつま未来箱・インターネットでの
意見等受理状況

厚真町をより良い町にするため、皆さまのご意
見などをお寄せください。今後の町政の参考にさ
せていただきます。

〇平成29年12月受理件数
未来箱２件

【あつま未来箱】
役場本庁舎、総合ケアセンターゆく
り、青少年センター、厚南会館、あつ
まクリニック、桂歯科クリニック、厚
真歯科の町内７カ所に設置されていま
す。

【電子意見箱】
自宅から簡単に意見を投稿することができま
す。町公式ホームページに設置されている「お問
い合わせ」からご利用ください。
町ホームページ
http://www.town.atsuma.lg.jp/offi  ce

【電話・ファックス】
まちづくり推進課　企画調整グループ
☎27－3179　℻   27－2328

あつま未来箱

お支払いには、便利な口座振替をご利用ください。

問い合わせ　総務課税務グループ　☎27－2481

今月の納期町 税
国 保 料

科 目 納 期
国民健康保険料 第４期 １月31日（水）

交
通
安
全
・
防
犯
町
民
集

会
で
、
今
年
は
苫
小
牧
警
察

署
管
内
で
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の

被
害
が
昨
年
の
4
倍
の
１６
件

発
生
し
た
と
話
を
伺
い
ま
し

た
。
総
額
８
、８
０
０
万
円

も
の
被
害
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
と
ぼ
け
た
ふ
り
を
し
て

「
あ
な
た
は
学
校
ど
こ
を
出

た
ん
だ
っ
け
？
」
な
ど
聞
い

て
み
る
こ
と
も
対
策
の
1
つ

だ
そ
う
で
す
！
（
夢
）

自 衛 官 等 募 集

自衛官候補生 
〇応募資格
平成30年４月１日現在18歳以上27歳未満の男子
〇受付期間
年間を通じて行っています
〇試験日程
１月27日(土)、28日(日)のいずれか１日
【試験種目】筆記試験（国語、数学、社会、作文、適性検査）、口
述試験、身体検査

予備自衛官補（一般）
〇応募資格
平成30年４月１日現在15歳以上17歳未満の者
〇受付期間
１月９日(火)～４月６日(金)まで（締切日必着）
〇試験日程
第１次試験…４月14日(土)～18日(水)のうち１日を指定
【試験種目】筆記試験（国語、数学、理科、社会、英語、作文）、
口述試験、適性検査、身体検査

問い合わせ 自衛隊札幌地方協力本部 苫小牧出張所
☎0144－32－3725

○ この冬も引き続き ｢無理のない範囲での
節電｣ にご協力をお願いいたします。

○ 詳しくは、ほくでんホームページを
ご覧ください

北海道電力からのお願い

ハガキによる架空請求に
ご注意ください

①連絡をしない
電話番号などの個人情報を知られる恐れがあるの
で、絶対に連絡してはいけません。
②一切支払わない
 一度払ってしまうと、次々と新たな請求が続きま
す。少額であっても、身に覚えのない請求には応じて
はいけません。
③名称などに惑わされない
公的機関や大手通販サイト、有名サイト名など勘違
いするような名称が多く使われています。
④悪質な時は警察に相談する
脅されたり、直接回収にきた場合などは、すぐに警
察に連絡してください。
⑤裁判所からと思われる文書が届いたときは相談する
裁判制度を悪用した手口が発生しています。正式な
裁判所からの通知を無視すると不利な判決となる恐れ
があります。裁判所からと思われる文書が届いた場合
は、迷わず役場や消費生活センターなどの相談窓口に
相談してください。

「総合消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」
と書かれたハガキがご自宅に届く被害が全国的に多発
しており、町内においても被害にあったとの相談が寄
せられています。

産業経済課 経済グループ ☎27-2486 
(厚真町消費者相談窓口)

アドバイス

相談・問い合わせ

facebook  < フェイスブック >

厚真町公式ＳＮＳアカウント

お知らせやイベント情報を
発信しています！

厚真町の愛すべきコトやモノの
写真を投稿してください！

https://www.facebook.com/atsumatownhokkaido

https://www.instagram.com/atsumalover/

Instagram  < インスタグラム >



2
0

1
8

年
平

成
30年

〒
059－

1692　
北

海
道

勇
払

郡
厚

真
町

京
町

120番
地

電
話

 ／
 （

0145）27－
2321（

代
）

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 ／

 atsum
a@

tow
n.atsum

a.lg.jp

発
行

 ／
 北

海
道

厚
真

町
企

画
・

編
集

 ／
 ま

ち
づ

く
り

推
進

課
企

画
調

整
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 ／

 http://w
w

w
.tow

n.atsum
a.lg.jp/

１
月

号
　

N
O

.785

まちの
アイドル

NO.418

３歳以下のお子さんの写真を募集しています。
住所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、両親の氏名（ふりがな）、
電話番号を明記の上、まちづくり推進課企画調整グループへ。
メールの場合は kikaku@town.atsuma.lg.jp まで。

まちのアイドル
写 真 募 集
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